
1．研究の背景と目的
　廃墟とは、完成された建築物がその機能を終え、崩壊に至

る過程の状態を指す。廃墟が鑑賞の対象として親しまれてき

た歴史は長く、18世紀イギリスにおいても廃墟崇拝が起こ

り、人工的に廃墟をつくるまでの盛り上がりを見せた。そし

て昨今の日本では、廃墟を題材にした写真集や文献が多く出

版され、廃墟ブームが起こっている。廃墟は建築としての機

能を果たしていない状態であるが、人々の心をつかんでいる

ことは確かである。また、20世紀初頭にドイツの哲学者ゲオ

ルク・ジンメルは、著作『廃墟』の中で廃墟の魅力の源泉を

次の3点にまとめている註1)。

・｢目的と偶然の緊張｣(人工物が風化によって美を増す)

・｢精神と自然の緊張｣(人工物が自然物として感受される)

・｢現在と過去の緊張｣(生の生成・流転・消滅が感じられる)

　更に、廃墟におけるこの3点の緊張関係の凝集こそが、廃

墟特有の魅力を構成している、とジンメルは主張する。本研

究では、経年変化する中で現れる廃墟の空間構成要素の抽出

を行う。並びにそれらの要素が作用し合うことで、純粋に時

間の積み重ねを反映する空間はどのようなものなのか考察す

ることを目的とする。

2．研究の方法
・資料収集　日本の廃墟写真を文献註2)より収集

・データシート作成　収集した写真から廃墟の空間構成要素

を抽出し、要素抽出表をつくる

・要素分析表作成　抽出した要素を分類・分析する

・現地調査　文献調査で得られた要素の確認

3．研究の内容
3-1 データシートの作成および要素の抽出
　文献から選択した、空間構成要素が読み取れる写真46枚を

対象註3)に、一枚一枚について要素を詳細に記述した(データ

シートの作成)。その中で繰り返し現れてくる要素を、類似

したものは統合するなどして20個選択し、要素の抽出を行っ

た(表-1)註4)。更に、20個の要素を比較・分析し、ジンメルの3

要素と照らし合わせながら｢破損｣｢現象｣｢痕跡｣の3グループ

に分類した。｢破損｣は建物の空間を形作る骨格が元の状態を

失い壊れていることを示す要素(｢目的と偶然の緊張｣)、｢現

象｣はその空間において生じている破損以外の自然作用によ

る要素(｢精神と自然の緊張｣)、｢痕跡｣はかつて人間が生活し

ていたことを示す家具や書物などの要素(｢現在と過去の緊張

｣)をそれぞれ表している。

3-2-1 要素分析表の作成
　3-1の写真46枚について、20個の要素一つ一つの有無を表

にした(表-2)。横軸の要素の欄には、空間構成要素の他に建

物の竣工年、廃墟となった年、廃墟化した理由、構造などの

情報を、明らかになっている範囲で付加した。

3-2-2 要素分析の結果および考察
　3-1で要素を分類してできた3グループと、廃墟のかつての

用途との関係性の特徴を表にまとめた(表-3)。観光ホテルや

病院・鉱山の住宅など、人が衣食住の生活をした上で、経営

難や鉱山の閉山によって突然の退去を余儀なくされた場所に

おいては、｢痕跡｣が多い事が読み取れた。そのもう一つの理

由として、廃墟化した後も特に管理される事が無く、放置さ

れる場合が多いことも挙げられる。逆に、｢痕跡｣が少ないの

は軍事施設註5)や警察署等、機能を失った後も建物内部に残存

した物を厳重に管理・撤去する必要性のある場所が多かった。

　｢破損｣については、構造や竣工年と大いに関係すると考え

られた註6)が、写真では一部分しか空間が写されていないこと

もあり、一概にそうは言えなかった。しかしながら、今回作

成した分析表からは、空間としては軍事施設が一番｢破損｣の

少ない建物だと読み取れた。

　｢現象｣については、用途や構造との関係性は読み取りにく

かったが、破損が多いと瓦礫の堆積物が増えたり、更に光の

増加につながったりと、他の要素との関連性が読み取れた。

3-2-3 用途ごとの特徴の考察
　廃墟の用途ごとの特徴と写真を再度照らし合わせた結果、

｢痕跡｣が多いほどノスタルジーを感じさせるのではないかと

推測できた。これは｢痕跡｣が、かつてそこで人間が暮らして

いたことを想起させ、実際に体験していない過去まで想像さ

せるためだと考えられる。時間の積み重ねを純粋に現す空間

の考察を目的としたとき、ノスタルジーを引き起こす、いわ

ば建築空間の付属物である｢痕跡｣は、空間自体の経年変化の

現れ方とは違う種類のものである。また、経年変化を現す空

間をみる際に、大幅に空間構成が失われていては、空間とし

ての考察が難しい。よって、可能な限りノスタルジーが排除

され、なおかつ空間構成の壊れていない廃墟こそ、時間の積

み重ねを純粋に反映している空間であると推測される。つま

り、それは｢痕跡｣と｢破損｣の少ない廃墟であり、この条件に

該当する廃墟として軍事施設が浮かび上がった。しかし現時

点では写真による文献調査のみなので、更なる調査を行った。

4．軍事施設についての調査
4-1 文献調査

　軍事施設を中心に扱った文献註7)の写真を元に、再度空間を

考察する。はじめに、3-2-2の要素分析で読み取った軍事施

設の廃墟の特徴(｢痕跡｣と｢破損｣が少ない)は、今回の調査で

も確認できた。また、軍事施設に特化した写真を扱うことで、

新たに読み取れた空間の特性として、①色彩・装飾が少ない、

②コンクリートが剥き出しであることが多い、③窓・柱が規

則正しく並んでいる、の3点が挙げられる。しかしこれらは、

軍事施設が機能を失って廃墟となっているかどうかに関わら

ず、建設当初から存在する性質であった。よって、軍事施設

の廃墟において、3-2-2で挙げた軍事施設の廃墟ならではの

特徴と、その建物が本来持つ特性が複合されていることが分

かった。この複合が、より純粋な空間の骨格を表現し、時間

の積み重ねを反映しやすい空間を生み出しているのではない

かと考えられる。

4-2 現地調査
　3-2、4-1で挙げた軍事施設の廃墟の特徴を現地調査で確認

する。また、写真からだけでは読み取れなかった要素を抽出

することも視野に入れながら調査を行った。対象地は次の4

カ所である(表-4)。
・米軍府中基地跡(東京都府中市)　現在は大蔵省・地方自治

体・防衛庁が分割して管理している。府中の森公園や生涯学

習センター等の各種施設が建設されたが、大蔵省管轄の土地

がほぼ手つかずで放置されており、今回の調査では倉庫等の

建物をフェンスの外から確認することができた。戸や窓の破

損は見られたが、骨格は比較的残され、痕跡はほぼ無かった。

・岩鼻陸軍火薬製造所跡(群馬県高崎市)　戦後、広大な敷地

は3分割され、日本化薬株式会社、日本原子力研究所、県立

公園群馬の森となった。火薬工室とそれを囲む土塁は今も残

されており、群馬の森敷地内から見る事ができたが、窓が目

張りされていて内部を調査する事はできなかった。｢破損｣は

比較的少なく、骨格は残っている。

・米軍立川基地跡(東京都立川市)　昭和記念公園や、防衛省

所轄の立川飛行場に面している。府中基地と同じで、周囲は

フェンスに囲われており、内部に入る事はできなかった。広

大な敷地は緑に覆われ、建物の確認は困難を極めた。

・東京第一陸軍造兵廠跡(東京都北区)　図書館と中央公園、

陸上自衛隊十条駐屯地に囲まれた敷地である。赤煉瓦造りの

建物は、現在北区中央図書館の一部となって保存されてお

り、廃墟ではなくなっていた。しかしながら比較的｢破損｣は

少なく、文献註8)から｢痕跡｣はほぼ無かったことが分かる。

　これら4つの現地調査では、実際に廃墟の内部空間を調査

する事は難しく、外部からの観察が主となった。しかしなが

ら、建物が確認できたものについては比較的｢破損｣が少な

く、｢痕跡｣も少なかった。また、どの建物も広い公園に面し

ており、フェンスなどで囲われたまま放置されている場合が

多いので、人為的破壊の被害にも遭いにくいと考えられた。

5．結論
　廃墟の空間構成要素を抽出し、経年変化の現れ方を考察し

た本研究から、以下の3つが把握できた。

・廃墟はかつての用途ごとに、それぞれ特徴を読み取れる。

・特徴を読み取る際の手がかりが｢痕跡｣であることが多く、

その建築物に機能があった頃を想起させるので、ノスタル

ジーを引き起こしやすいと考えられる。

・｢痕跡｣の少ない軍事施設は、ノスタルジーの排除された空

間であると同時に、｢破損｣も少ないため建物の骨格も保って

おり、時間の積み重ねを純粋に反映している空間だと言え

る。また、現地調査によってその事実が確認できた。

　廃墟には、ジンメルの主張した廃墟の魅力の源泉3点が実

際に存在する。それらが廃墟ならではの空間構成要素として

相互に作用し合うことにより、普段は感じる事のできない時

間の積み重ねを感じさせている。しかし、今回調査した廃墟

は近年解体される予定のものが多く、廃墟の魅力となる空間

構成要素が失われる傾向にある。今後は、本研究で把握でき

なかった、廃墟空間におけるより具体的な実態調査を進め、

時間の積み重ねによる廃墟の魅力を失わずに継承していく方

法を模索したい。 

▼ 表-1　要素抽出表

▲ 図-1　廃墟とその空間構成要素
▼ 表-3　用途ごとの特徴

▼ 表-2　要素分析表 ▼ 表-4　現地調査概要

脚注：1)ゲオルク・ジンメル（1858-1918）はユダヤ系ドイツの哲学者、社会学者。本研究では(文献1)の中のエッセイの
一つである「廃墟」に記述されている3要素を参考にした。　2)(文献2)より　3)(文献2)に掲載されている全ての写真のう
ち、空間構成要素が読み取れうる内部写真もしくは近景の写真を対象とした。　4)濃い網がけの要素は単独で抽出したも
の、薄い網がけの要素はいくつかを統合したもの、網がけ無しの要素は除外された要素である。　5)ここでの軍事施設と
は、米軍府中基地跡、米軍立川基地跡、旧陸軍造兵廠跡、検見川送信所など、かつて戦争のために造られた施設などで、
現在もそのままないし遺構として残っているものを指す。　6)RC造よりも木造の方が、竣工年がより昔の方が「破損」が
大きいのではないかという仮説に基づく。　7)(文献3)より　8)(文献3)より
参考文献：1)Georg Simmel「ジンメル・エッセイ集」、平凡社ライブラリー、1999　2)「ニッポンの廃墟」インディヴ
ィジョン、2007　3)石本馨「戦争廃墟　昨日の事は昨日の目で見よ」ミリオン出版、2006　4)菊池実他「フィールドワー
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